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長野県治水・利水等検討委員会長野県治水・利水等検討委員会長野県治水・利水等検討委員会長野県治水・利水等検討委員会    第１回郷士沢川部会第１回郷士沢川部会第１回郷士沢川部会第１回郷士沢川部会    議事録議事録議事録議事録    
 

開催日時  平成１４年４月２２日（月）午後２時から午後４時５０分まで 
開催場所  豊丘村保健センター（下伊那郡豊丘村） 
出席委員  竹内部会長以下１５名出席、宮地委員長 

 
 
○田中治水・利水検討室長 
 ただいまから長野県治水・利水等検討委員会第１回郷士沢川部会を開催いたします。申し遅れ

ましたが、私は土木部河川課治水・利水検討室長の田中でございます。よろしくお願いしたいと

思います。 
まず、開会に当たりまして、はじめに宮地委員長さんにご挨拶をお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いします。 
 
○宮地委員長 
 検討委員会の委員長の宮地でございます。 
郷士沢川の委員の皆様方におかれましては、お忙しい中をこの部会にご参加をいただきまして、

本当に感謝をしております。ありがとうございました。本日からこの部会の審議が始まりますの

で、委員長としてひと言ご挨拶を申し上げる次第でございます。 
 皆様、ご承知のように昨年の２月２０日、田中知事が発しました「脱ダム宣言」というものは、

いわゆる「長野モデル」の１つとして、非常に広い範囲の議論を巻き起こしております。その結

果、昨年２月から始まりました定例の県議会において、「長野県治水・利水ダム等検討委員会条例」

という県の条例が制定されました。それに基づきまして、ダム等を含む総合的な治水・利水対策

に関する事項について調査審議をするために設置されたのが、この治水・利水ダム等検討委員会

でございます。 
昨年６月２５日に、この検討委員会が第１回、発足をいたしましたけれども、その時に知事か

ら、この郷士沢川を含みます長野県の９つの河川につきまして、多角的な治水・利水の在り方に

ついてご諮問をいただきました。それ以来、私ども検討委員会といたしましては、各河川の現地

調査を行うと共に、数回にわたる委員会で検討を行いまして、それぞれの河川ごとに問題点を上

げて、論点の整理を行っております。それに平行しまして、全河川に共通した問題といたしまし

て、これから出てまいります「基本高水」、「利水」、「森林」、「財政」、そういうものにつきまして、

それぞれワーキンググループを作りまして、検討を重ねてまいった次第でございます。 
そういう経過を経まして、この郷士沢川部会というのは、第５回の検討委員会を１２月の末頃

になっていたと思いますが、その頃になりまして黒沢川・上川の二つの部会と共に、この郷士沢

川にも部会を設置することになりました。そして公募等をおこないまして、部会を構成する委員

の皆様が４月１１日に決定をいたしまして、本日第１回の部会を開催する、そういう運びになっ

た訳でございます。 
ここで私が申し上げておいた方が良いと思いますが、検討委員会と部会との関係はどうなって
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いるかとそういうことを申し上げておこうと思います。 
先程申し上げたように私どもの治水・利水等検討委員会と申しますのは、県の条例によって設

置をされました委員会でございます。一方この部会と申しますのは、私ども検討委員会が、各河

川ごとに関係する市町村及び流域住民のみなさんのご意見をお聞きする、そういうために検討委

員会が設けた組織でございます。私ども検討委員会の方から申し上げますと、先程申し上げまし

た各河川についての論点の整理したものとか、あるいはワーキンググループがいろんなテーマに

ついて具体的にどういう意見を持っているか、そういう検討の結果を、一つは部会に提供する。

それに対しまして部会の方では、私どもが御提供した資料に基づきまして、皆様方のご意見をい

ろいろ反映して審議した、そういう途中の過程をまた検討委員会に投げ返していただく。そうい

ったキャッチボールを通じて、委員会と部会とがお互いに補い合いながら地域の実情に即した具

体策を検討していきたい。そのように考えております。 
知事から諮問を受けましたのに対する最終的な答申の責任は、検討委員会が持っております。

検討委員会が答申を出すに当たりましては、部会で出されたご意見を尊重しながら、いろいろ結

論を出していきたい、そのように考えております。 
これに関連しましては、すでに知事からご諮問があった９河川の内で、長野の浅川と下諏訪の

砥川につきましては、それぞれ１３回にわたる部会のご審議をいただきまして、その結果は、さ

る４月の上旬までに私ども検討委員会にご報告をいただきました。その結果に基づいて、今検討

委員会においては最終的な答申にむけて審議を重ねている事はみなさまもたぶんご存じだと思っ

ております。 
それが検討委員会と部会との相互関係ということでございますが、この検討委員会及び部会の

審議の進め方というのは、住民参加のモデルケースとしてたぶん全国的にかなり注目されている。

そういうことは皆様方、よくご存じだと思っております。その意味でも部会の委員の皆様方にお

かれましては、はじめに申し上げましたように、ダム等を含む総合的な治水・利水対策について

多角的な審議をしてほしい。そういう県の条例の趣旨、それから知事からのご諮問の趣旨もそう

でございますが、そういう県の条例や知事から諮問の趣旨を、十分御理解をいただきまして、是

非広い視点に立った御議論を進めていただきますように、お願いをしたいと思っております。 
 それから、又、この部会ではいろんなご意見やお立場の方が、同じテーブルについておるわけ

でございます。委員の皆様方は多分それぞれご自身のお考えをお持ちの事と思いますけれども、

是非お互いに相手の意見をよく耳を傾けていただいて、お互いに相手の立場を尊重しながら、竹

内部会長を中心として地域の声を反映して流域の実情に即した積極的で、且つ、建設的なご審議

をいただきたい。そうゆうふうに議論を進めていただきたいと私は心から願っております。 
 先行しました浅川や砥川の二つの部会におきましては、非常に短い時間の間に精力的なご審議

をお願いいたしました。たぶんこの郷士沢川の部会においても、恐らく相当きつい時間的な状況

の中で、密度の濃い御議論をお願いする事になるのではないかと予想しております。 
私どもも実際、先行しました浅川・砥川の両部会の運営をやってみまして、いろんな教訓がご

ざいましたけれども、そういう教訓を生かしながら、今後の議論を進めていく所存でございます。

検討委員会と部会とがお互いに補い合って、地方行政の進め方の上で指標となるような、ひとつ

成果を積み上げていただきたい。そのように私は思っておりますのでどうぞよろしくお願い申し
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上げたいと思います。 
以上、私のご挨拶といたします。どうもありがとうございました。 

 
○田中治水・利水検討室長 
どうもありがとうございました。続きまして竹内部会長の方からご挨拶をお願いしたいと思い

ます。 
 
○竹内部会長 
 どうも皆様ご苦労様です。委員の皆さんには大変お忙しい中、当部会にお集まりいただきまし

て大変ありがとうございます。検討委員会のほうで部会長として選出されました竹内でございま

すが、どうぞ宜しくお願いをいたします。第１回の郷士沢川部会の開催に先立ちましてひと言ご

挨拶をさせていただきたいと思います。 
委員会の状況につきましては、議事の中で説明をいたしますけれども、昨年１２月２６日に開

催されました第５回の検討委員会におきまして、本郷士沢川部会及び他の２流域部会を設置する

ことになり、本日初会合を開催する運びとなったものでございます。 
部会を含めたこの委員会の任務は条例にあります通り、河川の流域に関わるダム等を含む総合的

な治水・利水対策に関する事項について調査審議をすることとなっております。調査審議につき

ましては早急に行うことが必要でありますけれども、もっとも大切なことは河川流域に関係する

皆さんの安全や安心であり、又住民の皆様がどう河川とかかわっていくかが論点になるというふ

うに思っております。 
さて、本日は短い時間でありますけれども皆様のご意見や、郷士沢川の治水・利水、又は部会

に対する思い等を述べていただきますと共に、今後の部会の進め方の大筋を論議いただきたいと

考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。又、明日は現地調査を予定しておりま

すので、現地調査を実施した中で、更なる論議が深まることを期待いたします。 
最後に委員の皆様の本部会のスムーズな運営のご協力をお願い申し上げまして簡単でございま

すが、ご挨拶にさせていただきます。どうぞ宜しくお願いいたします。 
 
○田中治水・利水検討室長 
ありがとうございました。それではここで今回就任されました特別委員さんへの委嘱状の関係

ですけれども、本来ですと知事の方から直接お渡しするところでございますけれども、本日、皆

様のお手元の封筒に入れた形で配布させていただきましたのでご確認をお願いしたいと思います。

次に委員及び幹事をご紹介したいと思います。 
私の方から委員のお名前を申し上げましたら、その場においてちょっと立ち上がっていただき

たいと思います。宜しくお願いしたいと思います。まず、部会長の右の方にアイウエオ順でござ

いますけど、 
・池野 隆彦  特別委員さん 
・池野 洋一  特別委員さん 
・植木 達人  委  員さん 
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・川中島 敏人 特別委員さん 
・川野 孝子  特別委員さん 
・小林 清志  特別委員さん 
・平 哲聡   特別委員さん 
・田島 悦男  特別委員さん 
・松岡 保正  委  員さん 
・松島 貞治  委  員さん 
・松島 信幸  委  員さん 
・丸山 恒夫  特別委員さん 
・吉川 明博  特別委員さん 
・吉川 達郎  特別委員さん 

以上でございます。ありがとうございました。 
次に幹事の紹介ということで、大口幹事長代理よろしくお願いしたいと思います。 

 
○大口河川課長 
 本日、青山幹事長が所用のため欠席でありますので、幹事長代理である河川課長大口の方から

幹事を紹介します。次第の３枚目の裏をご覧下さい。幹事名簿が書いてございます。県の関係課

長、現地機関の関係所長、総勢３１名で委員会及び幹事会を補佐してまいります。本日は時間の

関係で都合もありますので個々には紹介いたしませんが、委員の皆さんの後ろにおりますので、

今後ともひとつ宜しくお願いします。以上です。 
 
○田中治水・利水検討室長 
 ありがとうございました。それでは部会の成立ということで、本日の出席委員は１５名全員で

ございます。条例第７条第５項で準用する第６条第２項の規定によりまして、本部会は成立いた

しました。 
 それでは議事に入る前に資料の確認をさせていただきたいと思いますが、まず本日の次第とい

うことでお願いしたいと思います。それから資料、右肩に振ってございますけれども、資料１、

Ａ３版で「対象河川におけるダムの進捗状況」というペーパーがございます。それから資料２と

して「長野県治水・利水ダム等検討委員会について」、それから資料３としまして「郷士沢川部会

の予定（案）」ということで、ご確認をお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。 
それでは竹内部会長、議事進行の方を宜しくお願いしたいと思います。 

 
○竹内部会長 
 それでは早速議事に入らせていただきます。入ります前にお断りさせていただきますが、座っ

たままで運行させていただきますが宜しくお願いします。又、皆さん方御発言の際にも着席した

ままで御発言いただいて結構でございますので宜しくお願いしたいと思います。 
まず部会の運営について確認をさせていただきます。最初に条例第７条第５項で準用する第５

条第３項の規定により、部会長代理を指名させていただきます。部会長代理は松岡委員を指名い
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たしますので宜しくお願いをしたいと思います。 
次に条例第７条第５項で準用する第６条第４項の規定により、会議は原則公開となっておりま

すので、今後の会議も傍聴を含め議事録を公開する方針でよろしいでしょうか。お諮りいたしま

す。では、そのようにさせていただきます。 
議事録は治水・利水検討室が作成し、発言者の確認を求めた上で、委員長が指名した署名人が

指名した者を公開する方針でよろしいでしょうか。お諮りいたします。それでは、そのように確

認をさせていただきます。本日の議事録署名人は池野孝彦委員と池野洋一委員のお二人にお願い

をいたします。宜しくお願いします。 
尚、本部会には流域市町村でもあります豊丘村の関係職員の方にもご出席をいただいておりま

す。今後の審議の中で必要に応じて説明していただくことがあるかと思いますのでご了解をお願

いいたします。 
議事に入ります前に委員の皆様にご意見や部会に対する思いまたは抱負などをお聞きしたいと

思います。出来るだけ簡潔に一つお願いしたいと思いますが。それでは池野委員より発言し、吉

川委員まで、こんな順番でお願いを順次したいと思いますので宜しくお願いします。 
 
○池野（隆）委員 
 池野です。宜しくお願いします。 
現在生活している中で水道水が汚染しているという事で、家も嫁さんと子供二人で生活してい

るのですが、この水汚染している水を摂取し続けると人体に悪い影響を及ぼすというのを聞いて

いまして、親としてはそれは子供に対してあれだなと思いまして、今回の委員に応募させていた

だいた最大の理由です。 
早急に新しい水道水をどのように自然豊かなこの豊丘村の自然と共に水源を確保し、維持管理

していくかという事を人ごとではなく自分もその意見に役立てていきたいなということで参加し

ました。 
どうぞこれからも宜しくお願いします。 

 
○池野（洋）委員 
 池野です。宜しくお願いします。 
私も応募しました時には、安全な飲料水の確保ということでお願いいたしましたが、特に亜硝

酸性の窒素の飲み水だとか、硝酸体を含む成分が多くて現状としましては井戸水が下水道の汚染

増加ですか、下水道使用量の増加によって飲料水及び水道水が不足しがちだということで、私も

同じようにそういう立場から応募しました。以上です。 
 
○植木委員 
植木と申します。宜しくお願いいたします。 
私は検討委員会のメンバーでして、特に森林問題についてのワーキング、森林ワーキンググル

ープについて座長をやっております。この辺の森林は時々歩き回って見てはおりますが、特に今

回は総合的な視点から治水・利水を考えるということで、出来るだけ客観的に、しかも出来るだ
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け住民の意向というものを十分に聞きながらそして私なりの持っている考え方を交えながら判断

していきたいな、あるいは議論していきたいなと思っています。 
どうか宜しくお願い致します。 

 
○川中島委員 
 川中島です。私は治水、それから農業用水を含む利水、もちろん水道水も含めてでございます

が、そういった総合的な立場でのダムのあり方について意見を述べたいと思っておりますので宜

しくお願いいたします。 
 
○ 川野委員 
川野孝子といいます。宜しくお願いいたします。 
 私の住まいは、芦部川の本当の下流域にあります。大雨の時などは大変に洪水なんかの恐怖も

覚えることがあります。郷士沢ダムにつきましては、田中知事のダムはいらないと言う宣言を受

けまして、不安と戸惑いを覚えながら、豊丘村にとりましても郷士沢ダムは本当に大切なもので

あるというところから、皆様方と一生懸命考え、研究して一つの方向付けが出せたら良いと思っ

ております。 
 これからも宜しくお願いいたします。 
 
○小林委員 
 小林です。まず私は治水についてでありますけれども、豊丘村の芦部地区の堤内、芦部川は非

常に川の断面が小さいわけであります。それで断面を大きくするためにはまず引提、いわゆる民

家の方へ堤防を引くことと、それから嵩上げて高くすること、それから浚渫で河床をさげる方法

があるかと思いますが、いずれもこの方法は、非常に堤防へ、沿川と言いますか沿岸に、住宅が

密集しておりまして金がかかるという。引提にしろ嵩上げにしろ、そして浚渫をしましても現在

の河川の法線では、川底をいくら下げましても、洪水時は天竜川の水の出るのも、芦部川の水の

出るのも一緒でありまして、合流点で持ってバックウォーターすると、こういった諸般の事を考

えますと、やはり上流で洪水調節、ダムによって洪水調節をするより他はないと、こんなような

意見を持っております。それで基本高水といろいろなことが問題になろうかと思いますけれども、

そういったいろいろな計算手法をお聞きしながら、また意見を申し上げさしていただきたいと思

います。又、利水につきましても上水、それから灌漑用水、工業用水、発電、そういったものが

ありますけれども、上水については私も皆様と同じような、きれいな水を安定して安心して飲め

るということで、ダムをどうしても設置をせざるを得えないではないかと、こんなようなあれを

持っております。またいろいろまだ今後述べたいことがありますけれども、まず第１回の発言と

いうことでこの程度にさせていただきます。 
 
○平委員 
 平です。宜しくお願いします。 
 長野県知事の「脱ダム宣言」というのを受けて、このような会議が行われるって事を知りまし
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て、興味を持って応募をいたしました。私も中芝地籍の人間ですし、流域住民として、また大学

の時にちょこっと土木工学もかじりましたんで、そういうこともあり若いですけれども、意見を

言うべきところは言って、この部会でどのような結論が出るか、最後まで見守っていきたいと、

このように思っております。 
 
○田島委員 
 田島でございます。 
 私は、芦部川の上流の堀越地区というところに住んでおりますが、現状、芦部川を見ると比較

的川岸等に葦等も繁茂して、非常に安定した流れだなという感じを受けるんですが、いわゆるこ

れはこのところ１０年来の降雨量を見てみますと、非常に雨量が少なくておると、いわゆる１０

０㎜以上を超えるような雨がほとんど無いいわゆるこれがもし、過去のように１５０㎜、２００

㎜あるいは３００㎜というような降雨があったときにどうなるか、非常に水害の問題について心

配をしております。 
 それから利水につきましては、今までの方がお話しされましたように水道水源が非常に汚染が

されてきている。いわゆる安定的に良質な水の確保が、これは必要だと、但しこの今計画されて

おる郷士沢の取水ということについては、ここには慣例の水利権がある。ですから流水を取って

くるわけにはいかない。したがっていわゆる水を溜めなければ取水が出来ないと考えております。

そんな事でこれからおいおいに私どもが、生活している上での体験での考え方や御意見等を申し

上げてみたいと思っております。 
 
○松岡委員 
 検討委員の松岡でございます。北信の三水村に生まれて育って、非常に水では苦労していると

ころからやって参りました。 
 今日はサービスエリアから見て、南アルプスを見まして、雪解け水、あんな綺麗なの 
直接飲めないんでしょうけれども、その手前の里山で生まれたような本当に綺麗な水が飲めるの

であれば、それは幸せな事だなというふうに感じました。又、高速から下ってくる時は、天竜川

の底へ駆け下りてくるような感じですので、これは川は相当きっと落差工等細かく入れないと洗

掘等されてしまって治水上も結構苦労してるんだろうという思いをいたしながら、ここへやって

こさしていただきました。 
 やっぱり北信とは地形とか、それから川までの距離とか、山までの比高、高さとかだいぶ違い

ますので、この地域の皆様がですね、まあ雨量も相当違う。そういう中で長年苦労されたり、知

恵を生かしてつき合ってこられている。そうしたものをこの部会でですね、いろいろと教えてい

ただきながら、総合的な判断の役に立てていきたいと思っております。宜しくお願いします。 
 
○松島（貞）委員 
 市町村長の中からということで、検討委員に指名されております、この豊丘村と同じ竜東の下

流の泰阜村の村長の松島であります。 
 部会が始まります時に委員長さんにお願いして、実は各部会には特別委員として各地元の市町
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村長が加わるので、今回、同じ立場の私が部会員としては、いろいろ発言する事については、差

し控えた方が良いのではないかということで部会には一つ遠慮させていただきたいということを

お願いして、浅川も砥川も部会員として加わってない訳でございますが、そうはいっても委員と

して、少しは加わってもらわなければということで、下伊那郡の地元のこの部会に委員として加

わった訳であります。 
 郷士沢については印象ですが、私はちょうど村長になる前は、下伊那郡町村会という事務所に

おりましたが、平成２年からですが、その時から私共１８市町村で土木部に、当時は陳情といい

ましたが、今でこそ要望・提言というふうにいいますが、各１８市町村がそれぞれ「あそこの道

路を早く改良してほしい」、「あそこの仕事をしてほしい」と要望・提言をするわけでございます

が、豊丘村には必ずこの郷士沢ダムの早期実現というのが入っておりまして、もう十年来、前の

村長、現吉川村長に引き継がれて毎年この郷士沢ダムの建設促進というのが豊丘村の要望事項と

して加わっておるのを十数年来見て参りました。 
したがって村の負担が少なくて、多目的な方法で治水も利水も考えたいというそういう思いが

ひしひしと感じてきたというのが、私の郷士沢に対する印象でございますが、ただ私もこうして

治水・利水ダム等検討委員に加わっていろいろ検討しまして、なかなか難しい問題であるなとい

う印象を持っております。 
皆さんのご意見を聞きながらいろいろ考えていきたいと思っております。宜しくお願いします。 

 
○松島（信）委員 
松島信幸であります。 
高森町ですからすぐ隣ということもありまして、豊丘村を毎日のように自分の家から見ている

というような現状。それともう一つは、私は豊丘村と大変縁が深くて、三十数年も前でしょうか、

豊丘中学に約８年位お世話になっておりまして、その時に送り出した生徒達は、今やもう４０か

ら５０の働き盛りということで、そういう人達がもうしょっちゅう同級会とか何とかいって顔を

合わせている場所なんで、今度のこういう検討委員会というのができるという事で、直接の教え

子もいたわけでありまして、そういうのに応募してみてくれないかと、地元で農業なんかをして

いる人達に働きかけたんですけれども、残念ながら直接の教え子は全部落第してしまいました。

それで、ただ間接的にといいますか、私、理科の教師ですから、学年全部教えますから、隣の丸

山さんなんかは、出会うなり私にしょっちゅう拳骨をもらっとったっていっておるという、そう

いう状況でありまして、昔はそういうような至らぬ教師であったと、思い出としては中学校にＰ

ＴＡの方達が大変熱心で３年がかりで岩石園を作ってくれてとか、そんなことがあってその岩石

園は今でも残って健在だと思うのですが、良かったら是非皆さん見ていっていただければありが

たいかなと思うんです。それでそういうことで絶えず豊丘村のこの現状を自分の村以上に愛好す

るというか、一人で惚れとるというような事なんですけれども、そういうことでしょっちゅう歩

いているんですけれども、今度芦部川を中心にして、治水を考えるとか、村全体の飲料水の汚染

について考えるとか、こういう問題が起きましたので、これは非常に重要な事だなと、もちろん

私の立場は皆さん村に住んでいる人達と、やや視点は違うかと思います。そういう点はこれから

話す中で結構お互いに自分の考えを出していただいて、意見交換をしていけば良いかなと思って
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おります。私がこの豊丘村で現状を見ている限りは、現在の井戸水これをこのままに放置してお

くことは無理だなと、こう思いますので、これをどのようにして今の人達というだけの問題では

なくて、自分の子供や孫達、ここ二・三十年とか、五・六十年とかいうような視野でもって安心

できるような水の確保ができれば良いかなと、これが一番大切な事かなと思っているわけです。

私の高森町に比べれば、豊丘村なんて非常に水に恵まれていると私は見ているんです。あまりに

も水に恵まれとったがために今日のような事態が起こってしまたのではないかとみています。こ

れが私の見方であります。ですから今度こそは数十年経とうが、絶対にそんな心配は無いよとす

る方法を切り開いていくことが重要かなと、一番基本的かなと思います。 
 それから、この芦部川の治水に関しましては、みなさん私のような年寄りをよく知っているは

ずですけれども、敗戦後、三六災害に至るまでしょっちゅう豊丘地域は私の家から見ております

と、内水氾濫が起こっておりました。天竜川が破堤するとかゆうようなことは三六災害だけであ

ります。それは高森町と同じであります。ですから、芦部川の治水というのは、天竜川の治水と

は違って芦部川の下流域の治水問題をどうするかということにつきるかと思いますので、その辺

はおそらく郷士沢ダムの治水効果とはちょっと意見が分かれてくるのではないかと、このように

私は理解しております。この辺についてもいろいろと議論していただければと思っております。

そんなような事から地元ですから、よその村の者ですが地元ですから、これから数ヶ月以内にこ

の結論を出すと思いますが、それまでにいろいろとお付き合いをお願いしたいと思います。それ

で明日現地を調査すると言うことになっているのですが、私も２回ほどその現地を見たことがあ

るんですけれども、これは飯田建設事務所の案内で明日と同じようなコースで見ているのですが、

しかしですね明日と同じようなコースを見ただけで現地が理解できるというようには思わないん

です。ですから部会としては明日現地を見るというだけで終わるかもしれませんけれども、この

部会の有志の人達は是非現地をもうちょっと詳しく、たとえば郷士沢川の流域全体を見るとか、

それから郷士沢川が芦部川と合流してからこの中芝地区に下って来るまでの間もしっかりと歩い

てみるとその周辺の状況をよく把握すると、こういうようなことも必要ではないかと、又、植木

先生なんかにお願いして流域の森林の状況をよく見ておくというようなことも必要かなと私個人

は思っておりますので、そういう事に委員の方、是非協力してほしいなと思います。そんなこと

を最初にお願い申し上げます。以上であります。 
 
○丸山委員 
 お隣の松島先生に拳骨をもらいながら岩石園の石磨きをしました丸山と申します。 
 私は農業を営んでおるわけですけど、三六災害の折りには砂にも全部覆い尽くされた、そうい

った地籍で、現在リンゴ栽培、ウメ栽培、それから施設園芸でイチゴの方を作っております。そ

んなことでこのお話があったときも漠然としたものであったんですけれども、最初に郷士沢ダム

ができるというお話を聞いたときには、良いものを造ってくれるんだなという気持ちしか無かっ

たんですけれども、脱ダム宣言の、その後の諸々のテレビや新聞等の報道、それから身近なとこ

ろでのちょっとした話題なんかの中から話をしていったときに、やはり本当の意味で地元の人間

達がもうちょっと考えなければいけないのかなというような気持ちを持ってくるようにはなりま

した。専門的なことは全然分からないんですけれども、先日もとなりの松島先生にご案内いただ
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いて私も２０年ぶり位に芦部川の、昔プールにして泳いだ川をずっとさかのぼってみたんですけ

れども、当時と比べると本当になにか藪の中を歩いているような感じで、かなり各河岸の両サイ

ドがかなり荒れてきているということは実感として見ましたし、崩落しているような所とである

とか、断層があるような所であるとか、そういった所も説明していただきながら上がって行くと

ダム云々と言うよりもこちらの事を先ず何とかしないと一番最後に出てくるところで一番人間が

住んでいるところが本当に危険なんじゃないかと、そんな気がいたしました。私としましては、

ダムなんか絶対いやだとか、絶対造ってくれという気持ちでは今全くありません。ただ自分にと

って、自分たちにとって、この流域に住む人間達にとってどの方法が一番安全で、尚かつ子孫達

に自分達はこんな思いをしながらこういう形でがんばってきたんだということを残してやれるの

かということが、やはり今一度みんなで考えてみる必要があるのかなという気がしております。

ですから検討委員ということですので、皆さんのお話を聞く中で自分なりのまた一つの方向付け

というものをしたいと思いますし、そんな中からまた他の地域の皆さんとかも巻き込むような形

がまたひとつ出てくればうれしいなという気がしております。以上です。 
 
○吉川（明）委員 
 吉川昭博と申します。宜しくお願いいたします。 
 私は生まれたところがここのずっと南にあります阿南町というところの一番山奥の和合という

ところで生まれまして、十数年前から豊丘村に住んでおります。ここよりもずっと山奥で育った

ものですから、山が崩れていく様子ですとか、川が荒れる様子、川から十メートル程の所に家が

ありましたので、川が荒れていく、又は水が増えていく、山が崩れていくというのを目の前で見

てきておりました。そういう中で豊丘村のこの天竜河川敷に近い所は大変安定的なんですが、や

はり郷士沢の方に行きますと、まさに山の急峻な崖がある所だというふうに思います。今住んで

います所は豊丘でも一番南の喬木村の境の小園という地域であります。そいう意味でいいますと

芦部川とは河川的には関係ない地域に住んでおります。水に関しても私どもは簡易水道の水を使

わさしていただいておりますので、地下水ではありません。というふうに考えますと私はこの郷

士沢ダムという問題を考えますとある意味では感覚的には少し第三者的な感性で今までも見てき

ているのかなというふうに今日ここに座って感じております。田中知事の脱ダム宣言の理念につ

きましては大変その当時、画期的な考え方だなという感動を覚えました。もう一つ今までの中に

あります事で一番自分の考え方の中心になっている部分は、山は崩れていくものだという、この

ことをいや応なしに認めざるを得えない、それを前提にした物作りを考えていくべきではないか

なと考えております。大きなダムなのか、小さなダムなのか、取水口なのか、河床を下げるのか、

堤防を上げるのかいろいろ方法があると思いますけれど、先程、松島先生も現場からというお話

もありましたが、まさにその現場をもっと私も見て本当に流域の皆さんの日々の生活と照らし合

わしたような中で治水を考えて、飲み水については基本的には私は流れている水を飲んだ方が良

いんじゃないかと思っております。その流れていく綺麗な水が他には無いだろうかと、そういう

水探しも含めて今回はやっていったら良いんじゃないかと考えております。 
 以上であります。宜しくお願い致します。 
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○吉川（達）委員 
 地元、豊丘村長の吉川達郎でございます。 
 この地元のこういう立場におりまして、この郷士沢ダムについてこのように全国的にもまた県

内でも大きく取り上げてこの地域の事について真剣に考えていただいておるということに対して

心から冒頭お礼を申し上げるところでございます。 
 私が申すまでもありませんけれども、地球上に生物、また人間が登場して何万年になる訳でご

ざいますけれども、それぞれの先祖の築かれた経験の中で、今、土木工学については土木に対す

るもの、それぞれ積み上げてきておるというのが今日ではないかと思います。そういうような点

で一つこの部会でのいろいろの検討がされるということはありがたいと思いますし、私個人とし

てもやはりこれは水の流れのように、やはり深く研究をし、また砂場で遊ぶ子供がバケツでその

砂で作った水路へ水を流すそういうような状態を一つ目に浮かべながら真剣にこの委員会に意見

を出させていただきたいと思います。宜しくお願いします。 
 
○竹内部会長 
 ありがとうございました。それでは御意見の方は、また今後何回かやる中でまとめて論議する

時間がございますので、まずは基本的な認識を深めていただくということで、先に進めさせてい

ただきたいというふうに思います。 
 流域の概要について幹事から一括で説明いただきまして進めて参ります。議事の（２）検討委

員会の状況については治水・利水検討室からご説明をいただきたいと思います。後それぞれ担当

の所管のところからも「河川の現状 ダム計画進捗状況」、「河川の現状 利水の現況図」、「豊丘村
水道・簡易水道水源水事業について」、「森林の現況」それぞれご説明をいただきたいと思います。

それではそれぞれの所からご説明を順次おこなっていただきたいと思います。事務局の方から宜

しくお願いいたします。 
 
○下田飯田建設事務所長 
 幹事を仰せつかっております飯田建設事務所の下田でございます。流域概要についてお手元の

資料に沿ってご説明させていただきます。事前にお配りした青いファイル、ここに綴ってありま

す第１回検討資料、第１回検討委員会資料、頭の方ですね。それの６の１ページをお開き下さい。 
６の１ページ「郷士沢川（芦部川）の現況」となっております。これに沿って説明申し上げま

すが、資料の関係でちょっとあっちこっち繰っていただいたりいたしますので宜しくお願いした

いと思います。 
先ず、１の流域の概要のうちの郷士沢川の現況につきまして、 
 （１）芦部川の流域の地勢でございますが、次のページの６の２の地形図が綴ってございます

のでちょっとお開きいただきたいと思います。郷士沢川というのは芦部川の支川でございまして、

芦部川本川は地形図の右側になりますけど、大鹿村と豊丘村にはさまれます伊那山地と通称呼ん

でおります、これに源を発しまして、郷士沢川、それから長沢川などと合流して、天竜川に注ぐ

流域延長５．８㎞、流域面積１６．８平方キロメートルの一級河川でございます。 
 下流の平地部では天井川を形成しており、この周辺には豊丘村役場、この役場でございますが、
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などの公共施設、それから家屋、工場等が集中しております。 
 ６の３ページ、流域状況写真をごらんください。写真左側の「写真１」は芦部川と郷士沢川の

合流点付近の状況でございます。合流点付近は写真の右下隅の方になります。つづいて、右上、

２の写真は、下流部と言いますか天竜川に芦部川が注ぐ付近を空中写真で示してございます。上

から中央付近を蛇行しながら流れているのが芦部川でございます。それから中央付近、左右に横

切っている道、ちょっと幅が広い道が見えると思いますが、これが主要地方道伊那生田飯田線で

ございます。その下の写真がこの主要地方道に架かっております、芦部川に架かっております芦

部川橋付近から上流を見た状況の写真でございます。 
６の１ページにお戻りいただきたいと思います。 
（２）流域の雨量でございますが、雨量の算出期間は、明治４３年から平成１１年までの９０年

間となっています。過去最大の雨量は、昭和３６年６月２７日、通称三六災害が起こった雨でご

ざいますが、１日で３１３．１ミリでございます。６の５ページをちょっと繰ってください。左

側１に各年ごとの最大雨量を記載してございます。先程言いました３１３．１ミリが昭和３６年

でございます。６の１ページにお戻りください。 
（３）の洪水被害でございますが、芦部川は、古くからたびたび水害を起こしている河川でござ

います。近年では昭和５８年に金山地区で護岸決壊、城地区で床下浸水３戸、昭和６３年には中

芝地区で護岸決壊、近年には平成３年に西部地区で護岸決壊などの災害を及ぼしております。こ

れらにつきましての説明は、６の４ページを繰ってください。 
左上に今言いましたような災害年表が掲げてございます。それから左下から災害写真を提示し

てございますが、一番左の写真が、昭和５８年９月の台風による洪水によって、金山地籍の護岸

が決壊した状況でございます。下の段の右側２つ、これはいずれも主要地方道伊那生田飯田線の

芦部橋の上流付近で、昭和６３年９月に出水した状況の写真です。上にあります小さめの写真六

つは三六災と呼ばれる昭和３６年６月の被災の状況写真でございます。すみませんまた６の１に

お戻りいただきたいと思います。 
つづきまして、 
 ２の河川、（１）流況でございますが、芦部川水位観測所で観測しておりまして、平成４年から

平成１２年までの９年間の平均流況でございます。平均流量等は記載のとおりでございます。 
６の２ページでございますが、ここに芦部川の水位観測所の位置が示してございます。佐原川

というのが芦部川に合流しますが、その左側少し下流側に下ってきますと○で芦部川水位観測所

と表示してございます。 それからちょっと６の５ページをお願い致します。右の上、２番とい

うところに、各年の流況表を記載してございます。 
すみません、また６の１にお戻りください。 
左下の（２）現況流下能力でございますが、中平地点で、毎秒１２３ｍ３でございます。つづ

いて、右上の（３）河川改修の状況ですが、芦部川の改修は昭和３６年の災害関連事業により、

現在の堤防形態がほぼ形作られております。その後は災害復旧による護岸の補強ですとか、出水

による埋塞土砂を除去すると、河川整理を実施しております。 
 流域現況・概要については以上でございますが、引き続き「利水」関係につきまして、農政部

土地改良課と飯田保健所長よりご説明申し上げます。 
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○粕尾農政部土地改良課主査 
 それでは土地改良課の方から、「利水」の現況についてご説明申し上げます。 
資料が６の６になります。天竜川の合流地点から芦部川・郷士沢川の合流地点まで１０ヶ所の

農業用水の取水堰がございます。天竜辺井から始まりまして６番目の中平井ここまででかんがい

面積合計しますと、５６ヘクタールほぼ８割がですね、天竜川の段丘、底部に広がっているとい

うことになります。それから芦部川が山間部の狭隘部に入っていきまして、そこの上流には４ヶ

所残りの１２ヘクタールのかんがいをおこなっていると言うことになります。すべてですね、慣

行水利権と申しまして江戸時代あるいは明治の時代にですね、芦部川からの取水を慣行的におこ

なっている、河川法で許可を受ける以前の形態をおこなっているものということで、慣行水利権

が１０ヶ所というふうになっております。発電とかですねそういったものの取水はございません。

以上でございます。 
 
○黒田飯田保健所長 
 それでは引き続きまして、飯田保健所の黒田育子でございますが、６の１の３の利水の（２）

をお願いいたします。 
 「豊丘村北部簡易水道事業の概要」でございますけれども、現状は給水人口、最大給水量、取

水可能量はそこに記載の通りでございます。水道水源につきましては、すべて井戸水で４ヶ所か

ら取水しております。井戸水４水源全てから「硝酸性窒素」、「亜硝酸性窒素」が検出されており

ますため、比較的濃度の少ない井戸から高い井戸水の方へ一部水を回し希釈して使用している状

況でございまして、このため希釈している方のようするに濃度の低い方の井戸の枯渇が懸念され

ているわけでございます。 
 続きまして６の７をご覧いただきたいと思います。「豊丘村北部簡易水道水源箇所図」でござ

いまして、この水源４ヶ所につきましては、そこに赤丸で記載されておりますこの４ヶ所でござ

います。この内の林第２水源は「硝酸性窒素」、「亜硝酸性窒素」の濃度が高く、基準超過が懸念

されておりますので比較的濃度の薄い井戸水を一部回して使用しております。尚、水源別の「硝

酸性窒素」、「亜硝酸性窒素」の検査値は各水源欄に記載の通りでございます。 
 続きまして、６の８をお願いいたします。「豊丘村北部簡易水道事業における水需給について」

でございますけれども、給水人口につきましては現在も若干増加してきておりますので、将来予

測でも増加を見込んでおります。取水量の計画につきましては３番目最後のところでございます

けれども、３の「取水量の現状と将来計画」をご覧いただきたいと思います。「硝酸性窒素」、「亜

硝酸性窒素」が検出されております井戸からの取水量を減らしまして、その分を新規水源で対応

する計画となっております。以上でございます。 
 
○下田飯田建設事務所長 
 引き続きまして郷士沢川・芦部川の治水計画・ダム計画についてご説明申し上げます。今のと

ころから資料３ページほどめくっていただきますと、検討委員会の現地調査の資料がございます。

それの６の１ページをお開きください。 
 郷士沢ダムにつきましては、生活貯水池として事業採択されたものでございます。ここでちょ
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っと特別委員の方、生活貯水池整備事業というのについて耳慣れない言葉かと思いますので若干

ご説明を加えさせていただきます。 
生活貯水池整備事業といいますのは、山間部とこれらの地域におきまして局地的な水需要、日

量数百立米程度のものが数多いと聞いておりますが、これらの水源のほとんどが井戸水や渓流、

いわゆる沢水に依存しているという現状の中でこれらの水源は渇水時の取水等の安定性、それか

ら井戸水等の水質等に問題を生じる事がたまたまあるというようなこともありまして、またこれ

らの地域は相似的治水安定性が低いというような状況もございます。そういった事から早急な治

水・利水対策が必要ということでございまして、このような地域の小河川における局地的な治水・

利水対策を目的としているのが生活貯水池整備事業といったものでございます。 
郷士沢ダムは生活貯水池整備事業として芦部川の洪水調節、それから水道水の補給や、かんが

い用水への補給、こういった治水と利水を目的とした事業でございます。 
芦部川の治水計画につきましては、そこの左にございますように「ダムによる洪水調節」と「狭

さく部の改修」、これらによりまして治水の治水安全度を３０分の１と申します、３０年に一度の

雨にも耐えられるようにというように向上させることこれを目標にしてございます。ダム計画の

経緯でございますが、資料の右下をご覧いただきたいと思います。４に書いてございますが、平

成３年に建設採択されまして平成８年には工事用道路に着手しております。その後平成１３年２

月に地権者委員会と用地単価の調印式の予定がございましたが、「脱ダム宣言」が発せられまして

調印式を延期して現在に至っております。 
次の６の２ページをお開きください。 
 郷士沢ダムの計画概要図と言うことでございますが、図面中央より少し右側に郷士沢ダムと少

し赤く記してございますが、これが郷士沢ダムの位置でございます。その上に青の縁取りでぼか

してございますのが郷士沢ダムの集水区域でございまして、面積は２．１平方キロメートルでご

ざいます。その中に更に濃く青色で塗りつぶしてございますが、これはダムの湛水区域でござい

ます。面積は０．０５平方キロメートル（５ヘクタールですね。）でございます。また左側の天竜

川沿いに赤く囲った区域、これが郷士沢ダムの水道補給水区域と考えておりまして、豊丘村北部

簡易水道の供給区域でございます。 
 続きまして６の３ページをお開きください。 
 「事業の概要と経過」についてでございますが、まず、左上をご覧ください。上から事業名、

河川名、箇所名と続いておりまして、４段目の規模でございますが、提高が４２メートル、提頂

の長さ、ダム天端の長さでございますが、２１７メートル、提体の体積は７万７千９百立方メー

トルでございます。資料の右上に代表断面を示してございますのでご覧ください。その下に書い

てあります概略平面図が工事道路や付替工事等の概略について示したものでございます。 
 引き続きまして事業の進捗状況をご説明申し上げたいと思いますので、今日お配りしましたＡ

３の一枚物の資料をご覧いただきたいと思います。 
 検討委員会の皆様方には第５回の検討委員会ですでにご説明申し上げたところでございますが、

この表は諮問されました９つの河川につきまして計画又は着工しているダム別に進捗状況を記載

したものでございます。この部会に関わります郷士沢ダムは下から４行目にございます。ご覧い

ただきたいと思います。総事業費が１１０億円そのうち平成１３年度までに約１４億円を執行し
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てございます。進捗率は１３％でございます。進捗内容でございますが、工事としましては工事

用道路がほぼ完了しております。左から５列目になりますが、利水者負担金でございます。総事

業費の０．８％、額にしますと８千８百万円を予定しております。郷士沢ダムの事業の進捗状況

については以上でございます。続いて流域の森林現況等を林務部林政課よりご説明申し上げます。 
 
○小坂林務部林政課技術専門員 
 林政課の技術専門員の小坂でございます。宜しくお願いいたします。 
 森林の現況でございます。２１ページをご覧いただきたいというふうに思います。そこにそれ

ぞれグラフが４つ載ってございます。この区域の面積でございますけれども、森林面積は１，３

６５ヘクタール民有林が９４８ヘクタール、それから国有林が４１７ヘクタールというふうにな

ってございます。この内の樹種別面積でございますけれども、それぞれこの左上の表、スギ、ヒ

ノキ、サワラ、アカマツ、カラマツというふうに載ってございますけれども、この流域の中で一

番多い樹種が、アカマツでございまして、全体の４４．４％。その次に多いのがいわゆる広葉樹

でございます。その内のナラは約１．５％ということになっておりますので、その他広葉樹とあ

わせますと２０．３％ということになってございます。すみません失礼しました。その前に多い

のがヒノキでございまして、２８．６％というふうになってございます。 
 その下の段をご覧いただきたいと思いますが、それぞれの樹種の材積というふうになっており

ます。右上をご覧になっていただきたいと思います。齢級別面積というふうに表示してございま

すけれども、これは森林のいわゆる木の年齢でございますけれども、それを５年ごとに区切って

ございまして、１齢級というのは１年生～５年生と言うことになってございます。この表を見て

いただきますと、８というところが一番多いわけでございますけれども、これが全体の約１６．

８％、以下９齢級、１０齢級、年齢が上がるに従いまして面積的には落ちてまいります。ここ２

０年間というのは約面積的にも５０ヘクタール前後というところで推移をしているというような

状況でございます。それからこの地域の所有形態でございますけれども、先程国有林は申し上げ

ましたけれども、これが約全体の３０．６％、それから村有林が２０．２％、以下、会社有林、

社寺有林、団体有林とございますが、団体有林が６．６％、それから共有が２．２％、一番最後

に多いのが個人の３９．６％というふうになってございます。それからこの地域の制限林でござ

いますけれども、それぞれ保安林がございまして水源涵養保安林、これが５７０．６４ヘクター

ル、それから土砂流出防備保安林が１９２．４８ヘクタール、それから土砂崩壊防備が０．７７

ヘクタール、それから風致保安林が０．１４ヘクタール。それで保安林は７６４．０３ヘクター

ルが指定を受けているところでございます。 
 それから２２ページをご覧いただきたいと思います。右上に凡例ということで優先する樹種を

色分けをしてございます。この中で緑はアカマツでございます。それから赤く表示されているも

のがヒノキとサワラの所で、それからピンク色のものですけどこれはいわゆる広葉樹が優先する

所でございます。それから黄色はカラマツが優先する林班ということで表示をさせていただいて

おります。それからその次のページ２ページ分でございますが、森林資源構成表がついてござい

ますが、これが今まで説明をいたしました、いわゆる資源の内容、齢級別に表示をしてございま

す。資源の内容でございますのでご覧をいただきたいと思います。以上でございます。 
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○田中治水・利水検討室長  
それでは続きまして、議事の（２）番です。検討委員会の状況についてということで、治水・

利水検討室の方からご説明申し上げます。資料２をお願いしたいと思います。 
ここに目的とございますが、先程来お話がでておりますようにダム等を含む総合的な治水利水

対策について知事の諮問に応じて調査審議するということで、２番目の経過がございますけれど

も、先ず「脱ダム宣言」の後、３月に議会の中で委員会条例というのができまして、交付、施行

になりました。それで第 1回の検討委員会、これが昨年の６月 25日に開催になりまして、委員
が委嘱になり、さらに９河川を一括諮問ということで、先程来より目的にありましたように、知

事の諮問に応じるということで、現在も郷士沢川を含めて９河川を一括諮問されております。そ

れで、その後何回か検討委員会が開かれまして、現在まで９回開催になっております。それから

途中ちょっと省略致しますけれども、１１月になりまして砥川と浅川の部会が、それぞれ第1回
目が開催されました。それで砥川につきましては１３回、浅川も同じく１３回ということで３月

中に一応の審議は終了しております。それから今年に入りまして、２月になりましてこの郷士沢

川を含めた３流域の特別委員の公募がございました。それから後、２月、３月と色々と答申の時

期等について、委員長の方から報告があったり、知事から逆に検討委員会で答申期限を設けても

らうことについて要請がございました。それと、３月に入りまして、第８回の検討委員会で、砥

川部会の報告、さらに今月の第９回の委員会では、浅川部会の報告がございまして、後５月２日、

９日についてはここにありますように、答申について色々議論していただくという予定で進んで

おります。 
 次に２ページ目をご覧いただきたいと思いますが、審議状況ですけれども、浅川、砥川につい

ては先程申し上げた通りですが、あと黒沢川、郷士沢川、上川については、昨年末１２月の第５

回目の委員会で決定がされておりまして、さらに残りの４河川流域、清川、これは北の飯山です。

角間川、これは中野市、山ノ内町。それから薄川、これは松本市です。それから駒沢川、これは

辰野町。これについては、部会設置については今後検討していくと。それで本日の郷士沢川部会

ですけれども、各部会に属する委員と部会長につきましては、第６回の検討委員会、今年の１月

に行われておりますけれども、そこで５人の、今日お見えですけれども、部会長さん始め委員が

決定になっております。それでその中で、竹内部会長が選出されたということでございます。そ

れからワーキンググループの設置ということで、先程もちょっとお話がありましたけれども、主

要な論点である基本高水であるとか、或いは財政、森林、利水の４つについては、委員さんがワ

ーキンググループを構成するメンバーですけれども、そこで集中的に検討していただいておりま

す。それから部会の審議状況ということで、参考にしていただきたいと思いますけれども、１１

月から３月までの検討状況ということで、浅川、砥川、それぞれについて記載してございます。

多いときは月に３回とか４回、５回ですか、といった時もありました。 
 それと次３ページ目をお願いしたいと思いますが、今後の予定ということで、浅川、砥川につ

いては、部会の審議は終了していると、今後検討委員会において審議し、５月中旬を目処に答申

をまとめていただくということになっております。それから郷士沢川については、本日部会開催

する中で、後ほどこれからの予定のお話がでることになると思いますけれども、順次部会を開催

していただくという予定でございます。後はちょっと省略致します。 
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 あと４ページ、５ページは、それぞれの名簿といいますか、委員会、ワーキンググループ、部

会のそれぞれの構成メンバーの記載がございますので、また参考にしていただきたいと思います。 
 それから６ページ目になりますけれども、郷士沢川流域の論点ということで、1 枚にまとめて
ございます。これは、これまで昨年夏現地調査や色々こちらでご説明する中で、今後の委員会の

進め方を議論いただく中で、部会の審議を効率よくやっていただくと、そのために各流域毎に論

点を整理して部会に示すことが決まりました。それで各検討委員の委員のそれぞれの方々から論

点を出していただきまして、それを事務局がまとめて整理したものです。それで１番から８番ま

でありますけれども、郷士沢川流域の論点ということで、先ず１番ですが、基本高水流量の検証

ということで、基本高水流量の決定における降雨パターン採用方法の妥当性を検証する必要性が

あるということでございます。細かな説明は避けますけれども、先ず基本高水、それから２番目

としまして洪水対策の効果の検証ということで、ダム建設や或いは下流域における河道改修の可

能性とその費用対効果の検証をする必要があるということでございます。あと３番目は、土砂流

出抑制策の検討にありますように、森林及び地質の状況より中・上流からの土砂流木の流出が想

定されるため、その対策を検討する必要があるということです。それから４番目森林の保全とい

うことで、森林の保水能力及び水源涵養機能や土砂崩壊防止機能の検証と維持向上について検討

する必要があるということで、以上主に治水面での論点でございます。それから５番目に利水面

で上水道計画の検証と水質水源対策の検討と。先ず給水人口の動向と節水対応を考慮した水自給

計画の検証を行う必要があるということでございます。それから先程、色々お話もでておりまし

たけれども、汚染の関係ですけれど、硝酸性窒素等による上水道水源の汚染に対しての水質改善

策の可能性と取水堰等の新たな水源確保の可能性を検討する必要があるということが論点である

と。それから新たな水源対策に伴う水道料金等の住民負担を検討する必要があるということでご

ざいます。それから、自然環境の保全、森林景観、河川生態系への影響を検討する必要がある。

それから違った角度ですけれども、住民参加ということに、７番目ですが、住民の声を聞き、県

民住民が納得できる治水・利水計画を策定する必要がある。 
更に行政に関する問題ですが、長野県公共事業評価監視委員会に関することということで、以上、

８点について論点としてまとめてありますので、また今後の部会での審議の中心になろうかと思

いますので、お願いしたいと思います。以上です。 
 
○竹内部会長 
全部説明は終わりましたでしょうか？宜しいでしょうか？ありがとうございました。 
それでは議事の（１）流域の概況についてと議事の（２）委員会の状況についてただ今説明をい

ただきました。両議題について、ただ今説明についてそれぞれ御質疑ございましたら、お出しし

ていただきたいと思います。尚、発言いただくにあたりましては、挙手をして私から指名致しま

すので、発言をお願いしたいと思います。 
はい、どうぞ、松島委員。 

 
○松島（貞）委員 
 説明の追加で、説明しておいて欲しいと思うんですが、資料１で対象河川におけるダムの進捗



 
 
 

 

１８ 

状況がでましたが、利水者の負担が各ダムによって違う訳でございます。先程郷士沢０．８％で、

８，８００万円という話もしましたが、その他４．２％、１．７％、２％、２．８％と違ってお

りますが、各ダムによって違うという原因というか、そのことについて理解を深める意味で補足

説明をお願いしたいと思います。 
 
○竹内部会長 
 はい、どうぞ 
 
○北村河川課課長補佐ダム建設係長 
 ダムのほうにですね、求める必要容量が先ず違います。やはり各ダムによって、例えば郷士の

場合は１日１，０００ｍ３／ｓでありますとか、例えば浅川ダムの場合は５，４００ｍ３／ｓと

か、先ず容量が違いますということです。それからそれを単独で造ったらですね、どんな風にな

るかということで試算致しまして、それをその％で逆に表したのが利水者負担金になっていると

いうことで、それぞれのダムによって負担割合は違ってくるというものであります。 
 
○竹内部会長 
 よろしいですか？はい、他にございますでしょうか？はい、どうぞ丸山委員さん。 
 
○丸山委員 
 先程の郷士沢川の治水計画の中で、これ基本的な質問だと思うんですけれども、ダムとダムの

洪水調節と狭窄部の改修によって治水安全度３０分の１に向上させるというご説明だったんです

けれども、現在の状況っていうのは、そういった数字で表すとどういった状況なのかということ

を、解ればお聞かせ願いたいと思います。 
 
○竹内部会長 
 事務局で答える場合もお名前を言ってからお願いします。 
 
○木下飯田建設事務所管理計画課長 
 管理計画課長の木下ですが、6の1に郷士沢川（芦部川）の現況の中の、２河川というのがご
ざいますが、（２）に中平地点現況流過能力１２３立米、約確率は２０分の１でございまして、現

況の流下能力は２０分の１の確率でございます。これを３０分の１にしたいということでござい

ます。 
 
○竹内部会長 
 よろしいですか？丸山委員さんよろしいですか？はい、松島委員さん続けてどうぞ。 
 
○松島（信）委員 
 今のご説明に付け足すんですけれども、付け足して質問なんですが、現在の今の数値、これは



 
 
 

 

１９ 

青木ダムはもう計算済なんですか？ 
 
○竹内部会長 
 はい、どうぞ。 
 
○木下飯田建設事務所管理計画課長 
 青木ダムは砂防ダムでございますので、計算に入れておりません。 
 
○松島（信）委員 
でも、計算に入れてなくても本流ですから、それが計算に入らないという理由はどういうよう

な理由でしょうか？ 
 
○竹内部会長 
はい、どうぞ。 

 
○下田飯田建設事務所長 
 砂防ダムは、先生ご承知のように砂を貯留するダムでございまして、洪水機能としては持って

おりませんので、洪水に対しては機能をしないということで計算に入りません。 
 
○松島（信）委員 
 はい、そうすると郷士沢ダムもやがてはそういう機能をしなくなるんでしょうか？そういう関

係はどういうように区別してやって、と言うか、計算に入れないというのは、今のところ青木ダ

ムは全く空なんですけれども。 
 
○北村河川課課長補佐ダム建設係長 
 はい、先程すいません。自己紹介しませんでした。河川課のダム建設係長をやっております北

村と申します。宜しくお願い致します。ただ今の青木砂防ダムの件でございます。今回の郷士沢

のようにですね、いわゆる洪水容量を持ったダムについては、いわゆるカットすることによって

洪水の防御計画をたてるというものでございます。それから一方、青木ダムの砂防の方は、洪水

に対する貯留機能を持っておりません。穴が空いた砂防ダムとなっておりまして、基本的な考え

方としてそれは洪水防御といいますか、カットをするというダムではないということでございま

す。よろしゅうございましょうか。 
 
○竹内部会長 
 松島委員どうぞ。 
 
○松島（信）委員 
 それは確かにそういう説明は、説明としてはいいんですけれども、実際に洪水が起こったとい



 
 
 

 

２０ 

う時に、一番大きく働くのは青木ですよね。それで将来郷士沢ダムができたと、そうすると両方

それぞれ、それぞれの機能があると思うんですが。計算上ではそれはやっぱり今の決まりによっ

て全く計算から除外するっていうことが、何かその私達みたいな素人にはよく解らない説明なん

ですけれども。青木ダムは地元ですから皆さん知っていると思うんですが、郷士沢合流点の直ぐ

直上にある非常に立派な最近できた砂防堰堤ですよね。出来たばっかりですから、今全くそこへ

堆砂しておらないです。穴が空いていることは確かですけれども。 
 
○竹内部会長 
 はい、事務局お願い致します。 
 
○北村河川課課長補佐ダム建設係長 
 すいません。資料としてですね、終わりのほうの資料、2 つ目の方、6 のいくらといったもの
があったと思いますけれども、お終りのほうの 6の3という資料ございまして、河川総合開発事
業芦部川豊丘村郷士沢ダムという資料をご覧いただきたいと思いますけれども。よろしゅうござ

いますでしょうか？後ろのほうの 6の3です。河川総合開発事業芦部川豊丘村郷士沢ダム、二重
括弧の中に、事業の概要と経過というふうに書いてございます。 

その資料のですね右の上に代表断面図というのが書いてございます。その資料の右上に代表断

面図というダムを縦切りにした形、提高と書いて４２ｍと書いてございます、これが下流側にな

りまして後ろが直になっておりまして、こちらに水が溜まるわけでございます。ちょっとこの絵

を説明致しますと、いわゆる総貯水量という左一番左に書いてございます、６４万立米、それか

らそこのとなりに堆砂容量２１万、それから有効貯水容量４３万、更にその有効貯水容量の中に

上の方から洪水調節容量２９万、それから利水容量が１４万と書いてございます。この図を説明

致しますと、上の方から洪水調節容量２９万、これがいわゆるダムによって洪水をピークカット

をして下流に流すという形になる。これが普通に言う治水、治水の分、治水目的の所、洪水調節

容量。それからその下にある利水容量１４万トン、これがいわゆる水道の容量と不特定容量と書

いてございます。これは流水の正常な機能の維持のため、難しい言葉ですとそういう事ですが、

要するにたんぼの水でありますとか、そういった物を補給する為、環境の為に流す為のその容量

でございます。 

それからその下に堆砂の容量というのがございます。２１万、これが計画上１００年の溜める

量ということで計画してございます。今、この治水のダムというのはいわゆる洪水調節容量、こ

れ絵でこう書きますと上の方がなんか小さく見えますけれど、これは下の方は谷が狭くて上の方

が谷が広くなるので、断面で書きますとこういった洪水調節容量２９万が小さく見えますけれど

も、これは平面で考えますと上の方の広いところで貯めますので２９万で大きくて下の方の堆砂

容量は小さい、これはこうなる訳ですれけども、絵ではちょっと不都合みたいに見えますが、い

わゆるこの治水ダムはこの洪水調節容量をもって、洪水調節をするという事であります。一方、

その、例えば青木ダム、今出てました砂防ダム、これについては途中に穴が空いておりまして、

穴から水が出て、要するに洪水カットをしない訳ですね。洪水容量というものをもってない訳で

すね。洪水調節容量っていうものを。これが砂防ダムの特徴というふうになっております。そう



 
 
 

 

２１ 

いう事に従いまして、砂防ダムの方での洪水調節というものは機能として持っていないという説

明を致しました。 

 

○松島（信）委員 

それで質問している事はですね、今の説明、非常に良く分かりましたんですが、穴の位置は現

在ちょっと河床より高いところにある訳ですね、何メートルか高い所にですね。そしてそこには

まだ砂が溜まってない訳ですね。そこの穴まで溜まってしまうと今の説明が成り立つ訳です。そ

の間はそういうのは全く計算に入れないという、そういう説明がちょっと何か分かりにくい説明

かな？と、こう思う訳ですが。 

 

○下田飯田建設事務所長 

ちょっと説明分かりにくいかと思いますが、先生もご案内の通り確かに穴が途中といいますか、

かなり下の方に空いており、何段かに空いております。それは土石流とか異常な砂の流出をそこ

でくい止めるという目的でそうなっておりまして、その穴までは現在も常時水が溜まっておりま

す。水が溜まっておるという事は、そこに出水があれば穴の大きさにもよりますが、そのままの

水が出るように砂とか流木は止めまして、水はその穴から、その穴までは常に満水になっており

ますので、出てきた水はそのまま出てくると。洪水調節機能は砂防ダムには持っておらないと、

そういう事でございます。 

 

○松島（信）委員 

大体わかったような気がしますが、又、もう一回現状を見て今の説明を納得いくようにしたい

と思います。それから、別の違う質問なんですけれども、この最初の現況の中に過去の洪水事例

の説明がありました。その説明の中の昭和５８年９月３０日、その時の台風１０号による被害で、

城地区で床下浸水３戸と金山地区では護岸決壊４５４ｍとこうありますね。それでこの城地区は

芦部川に関係ない訳ですよね？ 

 

○木下飯田建設事務所管理計画課長 

城地区につきましては、直接氾濫区域ではありませんが、芦部川増水による内水による水路等

の状況から一応そういう床下浸水があったという事をここに記載してございます。 

 

○松島（信）委員 

そうすると、この時にですね、芦部川の下流洪水氾濫源で内水があって、その時に城の方まで

ついたんですか？そうそう、役場の人が知っているよね？ 

 

○武田豊丘村産業建設課土木係長 

豊丘の役場の武田と申します。この城地区につきましては、芦部川から取水しております田村

大井という用水路がございます。この関係で、この流域という事で調査をしたところ、地元の区

長さんの方から聞き取り調査をしまして、そこから溢れたという事でここに記載をしていただい



 
 
 

 

２２ 

たという事です。 

 

○松島（信）委員 

つまり、大井の水が城で溢れたという事ですか？ 

 

○武田豊丘村産業建設課土木係長 

そういう事です。 

 

○松島（信）委員 

ですから、これは芦部川そのものの氾濫としてはまずいんじゃないんでしょうか？という事で

す。内水氾濫でもないし、内水氾濫ていえばそうか、それはいいです。それで分かりましたから。

その次にですね、金山地区で護岸決壊というその護岸ていうのは、これは今日でなくていいです

けれども、どの地点で決壊したのかというのを又、教えていただきたいんですけれども。正確な

地図の上で教えていただければいいので。 

 

○竹内部会長 

はい、事務局お願いします。 

 

○大口河川課長 

 次回の部会までに資料を用意して提出しますのでお願いします。 

 

○松島（信）委員 

はい。続いてその下に６０年のところで佐原地区があります。ここのところでも護岸決壊とい

うのが１３ｍとあるんですが、これは佐原なんですか? 芦部川そのものなんですか？佐原地区で

床下浸水、これは分かるんですけれどね、護岸決壊というのはその佐原川の事なのか、芦部川の

事なのかって事です。過去の災害の所の状況をやっぱりきちんとその地点、その今の浸水した地

点はここの地点です、それと決壊した地点はこの地点です、という事をやっぱりきちんと知って

おきたい。そして、そこを実際見ておきたい。そういう事なんですよ。 

 

○竹内部会長 

 はい、事務局お願いします。 

 

○大口河川課長 

建設事務所の方から次回迄に、今のこの表に載っている所だけでいいですか？松島委員さん。

じゃあそれについて図面等整備して提出しますのでお願いします。 

 

○竹内部会長 

はい、松島さんそれでよろしいですか？ 



 
 
 

 

２３ 

○松島（信）委員 

はい、ありがとうございました。 

 

○松島（貞）委員 

ただいまの松島委員の砂防ダムのご意見なんだけど、これは行政上のルールの話なのでダム建

設する上での洪水調節機能をもったダムを建設する時のルールの話に、砂防ダムを入れない話、

これはいくら幹事会に、県に問い詰めても仕方ない話だというふうに思います。従ってそれをど

う解釈するのか、その機能をどう判断するのかっていうのは、まさに流域住民の皆さんが決める

問題なんだというふうに部会長に取り仕切っていただきたい事が一点と、むしろそれより、もう

一つ追加説明しておいてほしいと思うんですが、郷士沢が３０分の１っていう事なんだけれども、

じゃあ浅川がどうして１００年に一度の洪水に対応できるダムで郷士沢が３０年に一度で良いの

かっていう、その辺の所についてちょっと各河川によってその変も違うという事を説明しておい

ていただきたいと思います。 

 

○竹内部会長 

はい、事務局、お願いします。 

 

○北村河川課課長補佐ダム建設係長 

いわゆる治水のその確率のお話、今まで話題になっておりました長野の方でいきます浅川、砥

川、下諏訪の砥川ですね、あれがいわゆる河川の確率、降雨に対するどの位にするかという１０

０分の１とかですね、というのが出て参りました。本日、郷士沢川については３０分の１という

ふうな事でございます。これにつきましては、いわゆるそれぞれの河川の・・・ちょっと言い方

に語弊が生じちゃうと困るんですけれども、いわゆるそれぞれの河川の重要度に応じて、いわゆ

る上下流、それから本川、支川でバランスが保持され、且つ全国的に均等が保たれるように決定

すると、この河川の重要度というのは河川の大きさ。それから、その対象となる地域の社会的な、

経済的な重要性。それから、想定される被害の形態。それから、過去の災害流域などを含めて定

めていくという事でございます。文章で難しい事言いましたけれどいわゆる川の大きさですね。

大きさっていいますと流域面積とかですね、そういった川の大きさ。それからその対象になる地

域の社会的な経済的な考え方、いわゆるそこにどれだけの資産があるかとか、という話ですね。

それから想定される被害の形態、そういうものからその河川の治水安全度というのが決まってく

る。その全国的にバランスがとれたという事で、又、次回河川の重要度と計画の規模という資料

をお出ししたいと思っておりますけれども、いわゆる河川をＡ級、Ｂ級、Ｃ級、Ｄ級、Ｅ級とい

うような呼び方をしておりまして、いわゆるＡ級、Ｂ級というものはいわゆる直轄、例えば天竜

川みたいな、ああいう川をＡ級、Ｂ級の川でございます。ちなみに天竜川はＢ級であったと思い

ますけれども。それから、その長野県が管理している川っていうのは、いわゆるＣ級からＤ級、

Ｅ級という事で、この辺の中でＡ級でありますと、２００分の１と２００年の一回確率でもった

川、天竜川みたいなＢ級は１００年から２００年位の川と、このような区別をしてやっておりま

す。これにつきましても、次回その資料をお出しして説明したいと思いますのでよろしくお願い



 
 
 

 

２４ 

します。 

 

○竹内部会長 

松島貞治さん、よろしいですか？ 

 

○松島（貞）委員 

芦部川は何級だかということは、それは今日の段階では委員の方は理解していた方がいいと思

いますが。 

 

○北村河川課課長補佐ダム建設係長 

芦部川はＤ級で３０分の１というふうに考えてございます。 

 

○竹内部会長 

よろしいですか。質疑まだあろうかと思いますが、ちょっと丁度時間的に休憩の時間かなとい

う事でここで、１５分程休憩をとりたいと思います。４時再開という事でよろしゅうございま

すか。４時迄休憩をとらさせていただいて、その後約１時間以内で会議を終了したいと思いま

すのが、よろしくお願い致します。 

 

～（休憩 １５分）～  ＜１６時００分 再開＞ 

 

○田中治水・利水検討室長 

休み時間前にひき続きまして再開したいと思いますので席の方へお戻りをいただきたいと思い

ます。では、部会長さんよろしくお願い致します。 

 

○竹内部会長 

では、再開致します。ひき続きまして質疑を行いたいと思いますが、質疑のある方どうぞ。 

はい、どうぞ丸山委員さん。 

 

○丸山委員 

又、基本的な事でお伺いしたいんですけれども、先程 6―3 のダムの図面が書いてある所の代

表断面図の所でご説明頂いたんですけれども、堆砂容量と言うのが21万立方というような事で、

100 年という計算だっていうお話だったんですけれども、その上に利水容量、それから洪水調節

容量というような形である訳なんですが、これは例えば出来上がってすぐにはまだ堆砂がない訳

で、その場合には洪水調節容量というのはもっと大きくみれるという、そういう考え方でいける

のかどうか？という事と、当然この堆砂の容量を超えてきた場合には、要するに計算上でいけば

100 年経って初めて最初の計算したダムの洪水調節容量というものを超えるのか？という、その

点をどういう事なのかちょっとご説明いただければと思います。 

 



 
 
 

 

２５ 

○竹内部会長 

事務局でお願いします。はい、どうぞ。 

 

○北村河川課課長補佐ダム建設係長 

それについて、じゃあお答えさせていただきます。貯砂容量の分が溜まってない時期は、それ

が洪水調節容量として働くかどうかというご質問でよろしいと思いますけれども、あと、この常

にですね、この最低水位っていう貯砂容量の上の所に書いてございます、最低水位って書いてご

ざいます。だから常時満水位っていう下に最低水位ってございますけれども、この部分まではも

う水が溜まっちゃってるもんですから、その貯砂が溜まらない間はそれが洪水にプラスになるか

と、そういう事に関しては、そうにはならないという事でございます。 

 

○丸山委員 

ちょっと良く分からないので、もう一度私たちにもわかりやすく話をしていただきたいんです

けれども、要するに、単純に考えると堆砂が増えれば増えるだけ当然ダムの能力としては下がる

という事は私たちでも分かるんですけれども、この図面でみる堆砂容量が21万トン、100年てい

う事で、この図面で考える時には100年間は最初の計算する洪水調節容量っていうものを保てる

というふうに考えてよろしいか？という事を聞きしたいと思います。 

 

○坂口河川課ダム建設係主任 

ダム建設係の坂口と申しますけれども、今のご質問につきまして、先ずちょっとダムの基本的

な構造についてご説明したいと思いますが、ちょっと今の６の３の右上の代表断面というのを見

ていただきたいんですれけども。そこに水位として一番上にサーチャージ水位、その次に常時満

水位、その下に最低水位というものがありまして、その常時満水位という所の右側の方に、よく

見ますと何か右の方へ吸い込まれる絵となっていると思いますが、ここはですね、常時満水位を

超えた水について、この右の方にずっとオリフィスといって長方形のような穴がありまして、そ

こに水がどんどんどんどん流れるようになってまして、洪水が無い時は、洪水の量ですね、量が

少ない時はそのオリフィスからどんどん水が流れていきます。ある程度洪水規模が大きくなりま

すとオリフィスで呑めなくなってしまいますので、水位がどんどんどんどん上へ上がっていきま

して、それで郷士沢で想定している洪水の規模でいくと最高水位がサーチャージ水位っていうと

ころに、まあちょっと余裕もあるんですれけども、たしてその容量で洪水を回避出来るというよ

うな設計になっております。今の堆砂容量の関係につきましては、その最低水位から下の所に水

平で計算するっていうのが河川砂防技術基準（案）で決まってるんですけれども、１００年間分

の堆砂容量をみておりまして、もしその１００年間に達しない間の容量というのは、そこに今の

常時満水位より下になっておりますので、水が常に溜まってまして、渇水時とかですね、そうい

う時に容量として、堆砂容量に溜まってる水ってのは見込んでないんですれけれども、緊急的な

措置としてそのへんの水も使えるような事になります。後、その異常堆砂でですね、その堆砂容

量が超えたりする場合は、また必要な場合は掘削して除去するという維持管理も考えております。

以上です。 



 
 
 

 

２６ 

○丸山委員 

すいません。もう一点お聞かせ願いたいんですけれども。これ素人考えだと思うんですけれど

も、堆砂が溜まってくればその常時満水位っていうもの、水位と堆砂で埋まっている部分の容量

っていうものは当然少なくなってくる訳で、水のある時にそこから流れていっている水量ってい

うものは多くなるのかどうか？ですから、その時点から大水が出たときに水量自体がその堆砂が

少ない時よりはかなり早い形で水量が多くなるっていう事になるのかどうか？ちょっと素人考え

なので分かりづらい部分もあるかと思いますけれども、要するにこの堆砂っていうものがどうい

うそのダムの構造上、それから性格の上で、どんな形で洪水調節をしてく上で影響が出てくるの

か？っていう事をちょっと分かりやすく話をしていただければと思うんですが。 

 

○竹内部会長 

はい、事務局お願いします。 

 

○北村河川課課長補佐ダム建設係長 

すいません。もう一度説明させていただきますけれども、いわゆる堆砂容量の部分はですね、

土砂というのは色々出て参ります。年にどれ位かってのか計算しながら、いろんなデータを見な

がら計算して、堆砂の容量ってのは１年間に、これでいきますと１００で割りますから２１００、

１年間に平均的には出てくるだろうという事でこの堆砂の容量を決めてます。従いまして、計画

通りいけばですね、このダムはこの堆砂容量の線の所まで来てもダムは、１００年間いわゆる計

画通りいけば１００年間何もしなくても働く訳です。その洪水っていうのは常時満水位、いわゆ

る常に利水を使う訳ですから常時満水の所に水がある訳ですけれども、洪水の時にはこのサーチ

ャージ水位とこの間で、いわゆる洪水調節をするという事でございますので、洪水については砂

が溜まるまでのこの間は洪水としての容量にはなってない。ただ、先程説明したように渇水の時

にですね、最低水位までいっちゃって、その下の水がまだ土砂の部分が水があるとすればですね、

渇水の時にはその水は利用は出来ます。洪水の調節とすれば、その常時満水位とサーチャージの

その間で洪水カットという事でございますので、その下の砂が溜まるまでの間の堆砂容量の部分

の所に水があってもですね、それは洪水調節とすれば働かないという事でございます。この辺に

ついてもう少し絵で、きっとお話させてもらったほうが良いんじゃないかと思いますので、よろ

しければまた、職員対応出来ますし、それからそのお話でもう少し皆さんの方にも他の委員さん

の方にも分かりづらいというものがあるとすればですね、次回もう少し、図等ですね、ご説明し

たいと思ってますけれども。それでよろしゅうございますでしょうか？ 

 

○丸山委員 

基本的なことで申し訳ないんですけれども、本当分からない部分だと思いますので是非そうい

った事もお願いしたいと思います。 

 

○竹内部会長 

次回ご説明をいただくという事で、はい、他にございますか？はい、どうぞ。 



 
 
 

 

２７ 

○吉川（明）委員 

今の件で少し関連致しますので、やはり質問なんですけれども、６の３図の堆砂という話が出

て来ておりますけれども、１００年を見越して見通している訳ですけれども、現実に天竜川にあ

りますダムで既に、例えば泰阜ダムですとか平岡ダムが砂が溜まって貯水能力が殆ど無いってい

うふうに聞いておりますが、１００年の予定が何か６０年位で、又そこにあります近くの小渋ダ

ムも何かその傾向があると聞いてますけれど、１００年先の話を私たちはしている訳ですけれど、

１００年後にこの砂をどうするのか、それと１００年後にダムの能力が無くなった時に１００年

後ダムをどうするのかっていう事も考えておくべきだと思います。例えば砂を抜く方法があるん

でしたらこのダム計画のなかの部分で技術的な部分も示していただきたいと思います。その一点

お願い致します。 

それと、今の６の４と同じ項の６の１の郷士沢川の治水計画という中にですね、２の所にダム

計画と河川改修単独案の比較という事で、河川改修の場合とダムとセットの改修の場合という２

つの場合が想定されておりますが、この規模については分かるんですけれども、費用がどの位に

なるか？という所も両方共にお示ししていただきたいと思います。以上です。 

 

○竹内部会長 

これは費用の方は出てますか、今、前の打ち合わせですから。 

 

○松木飯田建設事務所課長補佐ダム係長 

次回にですね、資料を付けまして説明させていただきます。 

 

○竹内部会長 

一応、後で今後の進め方についてご提案申しあげますけれども、基本的に今日の所は、今日の

中で分からない点を主なポイントだけお聞きいただいて、後、論議はまた別に時間を設けてです

ね、後日しっかりやりますし、次回色々、基本高水とかですね基本的な事についての認識を深め

るという意味での説明、今日求めた資料も含めてですね、ご説明いただいてみっちりとやってい

きたいと思いますので、質疑という事でなんかございましたらお出しいただきたいと思いますれ

けども。よろしいですか、はい、どうぞ。 

 

○川野委員 

私も素人なんであれなんですけども、このきれいな地図なんですが、森林のあれですけれども、

私は芦部川の本当の下流域でいつも洪水・大雨が降った時にはかなり不安な日を送る事がありま

して、時々芦部川のずっと上流の方へ上がって行きます。この地図でいきますと当然、スギ、ヒ

ノキ、アカマツ、カラマツ、ブナ、ナラ、その他ってなってますが、意外と歩いてみますと荒廃

で、竹林がすごくかなり崩れて、竹林っていうのはすごく根が意外と浅くて弱くて、一昨年の大

雪の時に芦部川にものすごく竹林が流れ込んできているような所もありまして、この地図で見る

と全く竹林っていうのはそういう川を見た時にも問題では無いのか、面積がそれ程でもないのか、

その他に入っているのか、その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 



 
 
 

 

２８ 

○竹内部会長 

事務局お願いします。 

 

○小坂林政課技術専門員 

ただいまの質問でございますけれども、私共の資料によりますと、この芦部川の流域の竹林は

現在１０．３７ヘクタールカウントされております。この図面の方にですね、そのものが入って

いないのは基本的に大変申し訳無いんですけれども、こちらの右上の樹種にたまたま分けてしま

いました関係で、竹林はこの中に入っておりません。そういう事で現在はこの種類で、それも優

先的にその林班、細かい数字でございますけれども見ていただきますと数字が入っているかと思

いますが、その林班の中で種類の多い樹種を示させていただいたという事でございますので、竹

林が無いという事ではございませんけれども、たまたま絵の作成上そのようにさせていただいた

という事でございます。 

 

○竹内部会長 

あと、影響、影響です。 

 

○小坂林政課技術専門員 

失礼しました。影響でございますけれども、基本的にですね、竹というのは地震であるとか、

それ以外にもですね防災上有効だと思います。ただし、残念ながらここ竹林ですけれども、いわ

ゆる手入れ不足というのもございます。従って、根も浅くなってきているというような状態が現

実してあろうかと思います。そういうような中でですね、防災上役立つ種類ではございますけれ

ども、それ以外のですね、状況が入って参りますと、先程おっしゃられた様な状況も竹藪であっ

てもですね、あるという事でございます。よろしいでしょうか。 

 

○竹内部会長 

 川野さん、よろしいですか。それじゃ池野委員さん。 

 

○池野（隆）委員 

すいません、あとですね、この委員に応募するときに皆様書いてもらった論文ですが、それを

見ることは出来ないんでしょうか。他の人たちの意見を知りたいと思うんで、その９人の他に２

３通あったかと思うんですけれども、それも見れないんでしょうか。 

 

 

○竹内部会長 

みなさん、特別委員さん配ってなかったのかな。 

 

○田中治水・利水検討室長 

意見書はですね、すでにお配りしてあるはずですが、ちょっとまた確認お願いしたいと思いま



 
 
 

 

２９ 

す。公募をお願いするときに、色々部会の資料にさせていただくと言うことで、公表前提として

おりますので。 

 

○竹内部会長 

別ファイルでお送りしているかと思うんですが、他の委員の方々いかがでしょうか。と言うこ

とですので宜しくお願いいたします。他にございますか。 

 

○田中治水・利水検討室長 

もしなければご連絡下さい。なければ今後また、どうぞ、はいどうぞ丸山委員さん。 

 

○丸山委員 

先ほどの川野さんが言われた、竹林の件なんですけれども、私も先日それこそ松島先生に案内

していただいて、まわったときに雪で折れて、川に覆い被さった竹林の部分をかなり見てきたわ

けです。それでやはりこれだけの手の入らないかたちになってくるとこうゆうのが流れたら危な

いなという事、本当は目の前で見て感じて来ましたので、出来ればそう言ったところも見ていた

だく事も大切だと思いますし、１０．３７ヘクタールといった形で面積がとれているんであれば

大体どの位置にあるっていうようなことも、もしつかんでおられるようだったら、そういったも

のも次回の時に是非資料として示していただければと思います。 

 

○竹内部会長 

いかがですか、資料で出ますか竹林の関係は。 

 

○小坂林政課技術専門員 

それでは、次回の部会までに竹林の位置図をちょっと細かくなるかも分かりませんけれどもお

出しをしたいというふうに思いますのでお願い致します。 

 

○竹内部会長 

よろしいですか。じゃあ他にあろうかと思いますがまだこれから、次回以降論議する事ござい

ますし、また現場も明日みていただく中でまた質問いただくと言うことで一応質疑については、

今日はこの辺で打ち切りにさせていただきたいと思いますが、よろしいですか？ 

それでは、続いてですね、議事の３番目に入りますけれど、今後部会の進め方についてみなさ

ん方からご意見をお願いしたいと思いますが、先ずは、私の方からですね、今日お手元に配布致

しました、郷士沢川部会の予定案というのをお示ししてございます。ちょっとこれについて、説

明をさせていただいて皆様からご意見をいただきたいと思います。これは、先ほど事務局の方で

ご説明いただきました。検討委員会の方でまとめましたここの郷士沢の部会の論点の整理に基づ

いておおよそ論点として、審議しなきゃあならないことをなにもないと今日論議出来ませんので、

一応私のところで勝手にですね、案として何回かに分けてやって進めて行ったらどうかなという

ことでまとめさせていただいたものでございます。ちょっとご説明申しあげますけれども、審議



 
 
 

 

３０ 

内容と言うことで今日は、１と書いてあるのは今日と明日の現地調査を含めた中身のことを指し

ていますが、今日こうゆうことで、１回目ですからこちらの方で進めさせていただいたというこ

とでご理解いただきたいと思います。２回目以降になりますけれども、先ず基本的な認識を１つ

にしてどういう論点があるかということを検討するに当たってですね、基本高水ワーキンググル

ープの報告ということで次回報告いただくと、それから森林ワーキンググループの報告というこ

とで森林ワーキングから報告をいただくと、それから利水ワーキンググループの報告ということ

で、利水ワーキンググループから報告をいただくということで、そういうなかで今日資料説明も

それぞれ求めておりますので、その資料もまたご説明をいただく中で一定の今後進めていく上で

の論点を次回整理をしていきたいというふうに考えております。これは案です。それからその後

３て書いてあるとこですけれども、それぞれその後受けてですね治水対策の検証から水質水源対

策の検証ということについてそれぞれ３回目に論議をいただくということでみなさん方からそれ

ぞれご意見をいただいて検証していくと、それから４回、４て書いてあるとこですけれども、水

質水源の具体的対策案の検討これは、それから基本高水流量の決定ということで、みなさん方か

ら率直にご議論をいただく中で一方にまとめられるかどうかということでまとめる方向を一緒に

考えながらやっていくという事でございます。そういうなかで、５回、５として治水利水対策案

の立案と検討という事でこの部会としての案を作っていくと、その案に基づいて６とかいてある

所に公聴会という事でそれぞれ流域のみなさん方にお集まりいただいてご意見をいただく場を設

けてまいりたいというふうに考えております。それから７として治水利水対策案の検討と言うこ

とで、公聴会を受けた上でその後、この部会としての案を検討をしてまとめていくと同時に検討

委員会に報告する報告書について検討をしていくという事です。８としてその最終的にはまとめ

をしていくと。こんなおおよそのスケジュールでどうかなという事で私の方で考えさせていただ

いた物でございますけれども。このことについて、ご意見をいただきたいというふうに思います。 

それからもう一点、今日お手元に先程来出していただいた皆さん方の日程をですね事務局で急

きょまとめていただいたものを差し上げてございます。それに基づいて後でご意見をいただいた

後次回当面する部会の日程を決めていただく訳ですけれども、基本的に私どもとして考えており

ますのは、今日と明日というのは一泊二日でやってる、２日続けてやってるわけでございます。

なぜかといいますと、事務局の方で実は、長野の県庁の方から来ている人もお出ででございまし

て、どうしても時間的な中で他の所では真ん中へんでやっているとですねようするに、朝９時か

ら１日とか出来るんですけれども、なかなかそれが移動の時間とそういう準備の関係があって、

出来れば意向としてその会議のもちかたとして２日間にまたがってやらしていただくのが一番効

率的じゃないかなという検討もしておるわけですけれども、その点についても含めてですね、皆

さん方からご意見をいただきたいというふうに思います。それでは今の私からの今後の部会の進

め方についてみなさん方からご意見をいただきたいと思います。いかがですか。 

 

○植木委員 

基本的にはこういった流れでおおかたいいのかなという気がしますけれども、各ワーキンググ

ループの報告ですね。これまでの、流れを見ますと基本的には先ずワーキンググループの報告は

検討会で先ずは報告された上で部会での報告をしていくというような流れだったのかなと、そう
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しますと、今度検討委員会先ほど見せていただいた資料によりますとですね、資料２ですね、５

月２日、９日とあるんですが、浅川、砥川の方の答申についての議論を基本的にやるんだろうと

いうことになってですね、ここではたぶんワーキングの報告が３流域のまあ郷士沢川のですね報

告がここで出来るかっていうのが気になるところですね。もしですね、検討委員会の方で各ワー

キンググループの報告をせずにですね、こちらの方に先ずは優先的にしても良いんだというふう

に話になるんであれば別に次回でもかまわないかと思うんですが、後は日程の問題ですが、その

辺どのように理解していいかというところちょっと確認したいんですけれども。 

 

○竹内部会長 

基本的にですからこの次回の検討委員会が２日ですから一応そういう事もお諮りをですね私の

方で申しあげてご同意がいただければそういう形で進めて行きたいなと、いうふうにおもってお

ります。と同時にどうしても他の部会２つやってみてですね、やはり基本的なことについてこの、

ワーキンググループのこと今までもこの違いは検証されている部分もございますので、それをし

っかり先ずみなさん方に報告いただいて論議をした上で討議を行った方がより分かりやすいのか

なということの上で一応こう計画を立てたんですけれど。いかがですか。 

 

○植木委員 

そうしますと次回の検討委員会で各ワーキンググループについても一応出してみようかという

話になるんですか。 

 

○竹内部会長 

ちょっとすいません。どんな日程になってます。事務局の方で。 

 

○田中治水・利水検討室長 

次回の検討委員会を５月２日と言うことでそれ決定となっておりまして、あとワーキングにつ

いても間に合わせるべくといいますか、次回いつになるかちょっとこれからきめていくにしても

間に合うような形では今考えております。ただちょっと検討委員会かけてから承認を得てと言う

話になりますとちょっと微妙な部分があろうかと思うんですが、今一応５月に部会という事の前

提の中では出来るようにと思ってます。 

 

○竹内部会長 

第一回目は、ですから９日２回目以降というふうにとちょっと考えてますけれどね。 

 

○松岡委員 

何を聞いてたんだと言われそうなんですが、この例えば基本高水のワーキングの報告とはいう

のはですね、今考えを進めるに当たって共通理解をしておくところが必要だみたいなニュアンス

のお話があったんですけれど、そうすると大熊座長が検討委員会で説明されたり、あるいは、浅

川部会でですね説明されたようなこと、要するに報告というか、基本高水が決定されるまでの流
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れをわかるように作ってありますよね。あれをここで説明申しあげてそれに対して、ご質問をい

くつか受けるのかなと、そんな感覚でとらえてたんですれけど、そういうことではないのですか。 

 

○竹内部会長 

そういうことです。考え方を整理をするということですから。 

 

○植木委員 

そうすると別にワーキンググループで新しい事を決定してどうこうというのではなくて、基本

的なやり方はこうだと、ただそこの所にいくつかワーキンググループの中でもそれはどうかとい

う考え方があったりはしますけれど、そうではない一致してるといいますか、基本的にはこうい

うやり方で決まるんですということを説明するだけならば、別にこれで説明すればいいですよね

というのを2日に了承すれば出来ることかなという、基本高水についてはですよ。細かい議論は

また別だと思います。 

 

○竹内部会長 

植木委員さんが言われているのは、まだ委託っていうかね、まだ調べていただいているのが郷

士沢のやつは検討委員会には、まだ正式には書類が出てないわけですよね。今、やっている最中

という事だと思うんですが、それを一応報告した上でここに出すと。 

 

○松岡委員 

森林だけと・・・ 

 

○竹内部会長 

森林とですね利水もそうです。 

 

○松岡委員 

利水もそうですね。出来るのは基本高水だけで、そういう事になるわけですね。そういう事な

ら分かりました。 

 

○竹内部会長 

他にいかがでしょうか。はいどうぞ平委員さん。 

 

○平委員 

質問というよりはちょっと、お願いなんですけれども、次回また今日質問の出たダムについて

の基本的な事とかそういうことの説明もあるかと思うんですが、やっぱり、きっと次回その説明

に加えて各ワーキンググループの報告とか、専門的な話が相当出てくると思いますので、我々で

も分かるように、出来るだけ専門用語を少なくしていただきたいと、そうでないとやっぱり審議

に、また余計な時間がかかってしまうと思うんですよ。普段そういうことを仕事とされている役
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所の方々は何でもなく普通に使うでしょうけれども、我々としては聞き慣れない言葉もあると思

いますし、一から説明するのが時間がかかるっていうんであれば、分かりやすい資料を作ってい

ただいて、あらかじめ配っていただくとか、色々方法はあると思いますのでその点も考慮してい

ただければ、これから審議を進めていく上で時間も少なくすむと思いますし、後、色んな資料が

出されているんですけれども、中にはやっぱり何のための資料なのか、わかんないっていうよう

なものもあると思うんですよ。例えば今回出てきた資料の中で森林の図面があって、ヒノキがこ

れぐらいだ、アカマツがどれぐらいだと言う図面がありますけれども、私なんかはこの図面がダ

ムの審議とどういう関係が直接的にあるのか、そういうのも分からなかったりするもんですから、

ちょっと本当基本的な事で申し訳ないんですけれども、審議を本当にスムーズに進めて行くため

にも、そのへんを考慮していただければ、みんなそれぞれ助かるかと思うんですが、いかがでし

ょうか。 

 

○竹内部会長 

出来るだけ分かりやすく進めていくことは、その通りだと思いますが。はい、どうぞ。 

 

○田中治水・利水検討室長 

ちょっと話のついでといっては恐縮ですけれど、もし、今まで説明したり配布した資料の中で

見ていただいて分からない所とか疑問のところがありましたら、事前にお知らせいただければ次

回迄に例えば間に合わせて説明するようなかたちを、事前にですね連絡いただければ間に合せた

いと思います。それで、飯田建設事務所あるいは、治水・利水検討室宛で結構ですのでファック

スなり、電話でも構いませんけれど、ご連絡いただければそんなふうにしたいと思いますが。す

いません窓口はじゃあ飯田建設事務所の管理計画課の方へ統一でお願いしたいと思います。また

私どもと連絡する中でそれぞれ分かりやすい形ということでありますので、そんなふうにしたい

と思います。内容が分からない、あるいは必要な資料等についてもし、あればですね、事前にご

連絡いただきたいと思いますが。以上です。 

 

○竹内部会長 

 「川のことば」という用語集を皆さんにどうですか？。 

 

○田中治水・利水検討室長 

今ちょっと部会長の方で話にございました、「川のことば」っていう用語集、こういう言葉はど

ういう事かっていう解説版っていいますかね、それもじゃあ早急にお送り致します。 

 

○竹内部会長 

他によろしいですか。出来るだけ分かりやすくやっていくということで。他にございますか。 

はい、どうぞ。 
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○吉川（明）委員 

今後の会のもちかた、日程の関係ですけれども、基本的な設定の仕方の基本的な考え方があり

ましたらお聞かせいただきたいんですが。例えば、土曜、日曜、祝日にはやらないとか、平日し

かやらないとか、何か基本的な考え方があったらお聞かせいただければと思います。それと同じ

ようにこれ夜という部も問い合わせの中にありましたけれども、夜ということも可能なのか、と

申しますのは、皆さんこれだけの人数がいますとそれぞれの都合があるので、それぞれの都合い

っていては実は、まとまらないということは承知しての事ですけれども、例えば土、日の設定が

あるとか、夜間の設定もあるというふうに、もしこの時点である程度の基本的な考え方が分かり

ましたらお聞かせいただきたいと思いますけれども。 

 

○竹内部会長 

はい、私としてはですね、他の例えば砥川、浅川とかですねやったときに、ほとんど土、日だ

ったんですよ。それでただ同じメンバーが県の職員の人の場合ですね。なったときに両方またが

っている人は、１月は全然休みが取れなかったとかですね、そういう現実があるんですね。今回

も３つの部会を立ち上げて行くことになると、実質的にはそういう事態が想定されるということ

でして、これみてますと吉川明博委員さんは仕事の都合もありますのでこれ土、日が空いている

っていうことでやっているんですけれど、今後日程決めるときに色々と配慮しますけれどただ、

全体の中でやはり都合がつくところを基本にやりながら、なおかつ今言った職員の皆様の事も配

慮して考えて行かなきゃいけないと、夜の件についてはですね、例えば、砥川なんかでは会議が

長引いて夜までということもあったわけでして、そういう意味では出来るだけ夜も空いているよ

うな所の配慮を、一定の時期にはしなければいけないのかと、夜にやるとか、やらないとかじゃ

なくて時間的なことを配慮して考えなきゃいけないのかというふうに思っております。それから

基本的にみなさんに意見いただきたいのは要するにどうしても丸一日とってやるというのはなか

なかその向こうの距離の関係でですね、難しい部分がありまして、例えば前日に来てその関係者

が泊まって朝９時からやるとかですね、そういうことなのか、あるいは今日のように２日にまた

がってやる方がいいのかですね、その辺については基本的なもちかたについては、皆様方に多少

ご意見をいただく中で今日の中で一定の報告をだしていただきたいというふうに思いますので、

その点もご意見をいただければなと思います。いかがですか。はい、どうぞ。 

 

○松島（信）委員 

少なくとも、５月くらいは見通しつかないでしょうか。 

 

○竹内部会長 

日にちはこれからお諮りします。もちかたは基本的に２日間で今回のようなやり方でするのか

ですね、出来ればそういうふうにしてもらうと有り難いなという本音はありますけれども。 

 

○松島（信）委員 

それは、私はあまり要求はないんですけれども、問題は県庁から来ていただく方や長野方面か
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ら来ていただく方を優先して決めていただければと、私自身はそう思っております。 

 

○竹内部会長 

他のみなさんいかがですか。日程はちょっとやりながら考えてやりたいと思いますね、基本的

にはそういうことでちょっとお諮りさせていただくということでよろしゅうございますか。 

それでは基本的な進め方はそういう事で、今回予定案ということでこんな方向でやっていくと

いうことでご確認いただき、そして、今言ったような土、日等の対応についてもまたそれぞれ対

応考えながらやっていくということでさせていただいて、お手元に日程表の配布をしております

けれども、ちょっとみなさんのご都合の所をちょっと私、拝見させいただいた中で提案をさせて

いただきたいと思います。基本的には、月に５月は２回程、ですから、トータル４日間でござい

ますけれど、を考えまた６月もまたそのくらいのペースでやっていったらどうかなと考えており

ます。先ず５月についてこれ見ますと先ず申しあげますが１０日１１、１９・２０、２４・２５

この辺で先ず２日２回分ですね、選定いただければと思うわけですけれども。それでこれ見ます

と池野洋一委員さんがもう5月はほとんどお忙しくて、今のところであればどちらか吉川明博委

員さんは引っかかるという事になると思うんですが。そうするとすこし配慮したかなという感じ

だと思うんですけれど。他の方いかがですか。出来れば少し間が若干あいた方がいいんじゃない

かなということで１案としては１０日１１と２４・２５でどうかなと思っているんですけれども

いかがでしょうか。いいですか。ご都合いかがですか。都合悪い方もお出でになるんですけれど

も、どうしても不特定多数の所でとるしかないかなと。そうしますとワーキングの代表の方でい

きますと、報告いただくのに、ワーキングはどこか代表で報告することを、利水ですね、利水だ

とするとちょっとあれですね。そうすると利水を１９、２０あっそうか、２４、２５に報告いた

だくということにすればいいですね。それでいいですね。ちょっと利水をそういうふうにさせて

いただいてあとはじゃあいいですね。それじゃもう一度確認しますけれども、次回は１０日１１

日それから、その次は２４、２５日という事でお願いしたいと思います。これが５月、午後です。

今日はちょっと都合で２時からにしましたけれど、もうちょっと早めに出来ればしたいなと思っ

てます。論議の時間をもちたいということで。じゃあ５月はそう言うことにしたいと思います。

６月もちょっと早く予約しておかないとお忙しい方いっぱいおいでですので、２回決めておきた

いと思います。６月はですね４日から８日の間の２日間、それから、１４・１５、１８・１９、

２３・２４ということでそれぞれそのうち当面２日間２回ですねちょっと確認をいただきたいと

思うわけですけれども。これ見ますと５・６が一番多いのかな。５・６いかがですか。ちょっと

吉川さんが平日になっちゃう。じゃあ５・６で一つ一回目、それから次に多いのは１８・１９で

すね。１８・１９いかがですか。一応そこの所に、じゃあ今日の所で決めさせていただくという

ことでよろしゅうございますか。はい、そんな日程で進めて行きたいと思います。１８・１９あ

っ、ただ村議会が始まる時期ですね。吉川委員さんさけた方がいいですね。寛大なご配慮ありが

とうございます。それじゃあ、日程と今後進め方についてはそういうことで今日は基本的な事だ

け確認させていただいて先に進めさせていただくということで宜しくお願いいたします。それで

はその他、治水利水検討室から何か連絡事項がございましたらお願いしたいと思いますが。 
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○田中治水・利水検討室長 

それでは、明日現地調査をお願いする訳でございますけれども、現地調査の行程、日程につい

て幹事よりご説明お願いしたいと思います。 

 

○下田飯田建設事務所長  

それでは、明日の現地調査お願いしている訳ですがそれの行程について若干ご説明申しあげま

す。お配りしました次第の一番最後のページご覧いただきたいと思います。表が行程表になって

ましてその裏が、ルート図になっております。行程につきましてご説明申し上げますと、明日の

朝９時までに豊丘村役場ここでございますね、前の駐車場に集合いただきたいと思います。そこ

で村のバス２台に分乗、バスと言いますかワゴン車ですか２台来ておりますので１号車、２号車

となっております。それに分乗していただいて見るという事になりますが、お手元に１号車か２

号車か各委員さんに配布されていますよね。そこに何号車に乗るか記載してありますが、それの

指定の号車に乗っていただきたいと思います。それで先ず芦部川が天竜川に注ぐ地点、合流点に

まいります。９時５分というようことになっておりますが、そして、芦部川沿いに上流にのぼり

まして、伊那生田飯田線の付近の河道状況、「中芝」という所ですが、そこを見ていただきまして、

現地説明申しあげます。それから更に上流にいきまして、「中宮」この地区で流域の状況とかかん

がい区域の状況を現地で説明申しあげます。そして更に、これは地図を見ながら確認していただ

きたいと思いますが。郷士沢が本川に合流する地点、状況そこら辺をご覧いただきまして、若干

戻りましてダム地点に参りたいと思います。それでダム地点を下りまして最後は豊丘村北部簡易

水道の水源地の一つであります林第２水源この近くの豊丘村浄化センターに行きまして、そこご

覧いただきまして、役場に戻ると。戻る時間は１１時３０分頃を予定しておりますので宜しくお

願いします。またその都度現地で詳しく状況等ご説明申し上げたいと思いますので宜しくお願い

致します。 

 

○竹内部会長 

はい、ありがとうございました。今、明日の日程をご説明いただきましたけれどよろしゅうご

ざいますか。はい、どうぞ。 

 

○松島（信）委員 

今の、中芝の所に入るかと思うんですけれども、広域農道の所の治水基準点、これの説明はあ

るんでしょうか。上で見れるんですよね。あそこ、道路沿いから見下ろして見て。どういう方式

でどういうようなふうに観測しているかを知りたい。車中でどういうような仕組みで水位を測っ

ているのかっていうことを説明していただいてもいいかと思いますけれども。 

 

○竹内部会長 

事務局どうですか。 

 

 



 
 
 

 

３７ 

○下田飯田建設事務所長 

今、利水基準点のサイホンの位置の事だと思います。それでは通過地点でございますので、そ

こも入れまして下りて若干の説明申しあげるということでよろしいですか。 

 

○竹内部会長 

それでは、明日は現地調査ということで９時出発ということでこの役場駐車場集合ということ

でよろしくお願いをしたいと思います。それでは、現地調査についてはよろしいですね。事務局

他になにかありましたらお願いします。 

 

○田中治水・利水検討室長 

それでは、次回ですれけれども先ほど決めていただきましたように、来月の１０日、１１日と

いうことで金曜日、土曜日となります。それで１０日は金曜日の午後から、ちょっと時間等は後

ほど後でご連絡します、午後からということで場所はこの保健センターがお借り出来そうなもん

ですからここで予定しておりますのでまた次回もここでということでお願いしたいと思います。

以上です。 

 

○ 下田飯田建設事務所長 

（現地調査の持参資料についての質問に対して） 

ちょっと荷物になって申し訳ないんですが一式お持ちいただきたいと思います。宜しくお願い

します。 

 

○大口河川課長 

幹事の方からですが、明日委員さんのいる前で申し訳ないんですけれども、現地調査が終わっ

たところで次回の資料等の打ち合わせをしますので、現地調査の終わったその時点で、下の駐車

場の下りたところで打ち合わせをしますので、一つ宜しくお願いします。という話が一つともう

一点、色々質問等がございましたら先ほども申しましたけれど建設事務所等へ個人的に行かれて

もいくらでも説明致しますので来ていただければと思っておりますのでどうぞ。資料請求も含め

て資料提供しますのでお願いします。 

 

○竹内部会長 

それでは、本当にみなさんのご協力によりまして第一回目の初日無事終了することが出来まし

た。また、これからもみなさん方に今日出発点ですけれども、すばらしい治水・利水対策案が出

ますようにご協力をお願いいたしまして閉会のごあいさつにさせていただきます。 

どうも今日はご苦労様でした。ありがとうございました。 

 

（ 終了  １６：５０ ） 
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以上の議事録を確認し署名します。 

 

 

 

 

 

 

署名委員氏名                        印 
 
 
 
 

署名委員氏名                        印 
 


